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研究成果の概要（和文）：高齢者人口の増加により、公的年金に対する不安が存在する。厚生労働省が５年毎に
公開する１００年間のシミュレーションでは、受給金額の現役世代所得に対する割合を所得代替率として、年金
受給者の格差を表す指標とする。これが今後常に５０％以上になる基準でリスクを評価する。この基準維持はマ
クロスライドとよぶ給付削減を政策とし、経済的シナリオの下でシミュレーションを行って来た。本研究では、
１００年後に５０％以上の所得代替率を満たすマクロスライド継続年数を求めるアルゴリズムを改良し、以前の
シミュレーションに要した時間の数十分の１で求められるようにした。そのアルゴリズムは平成２７年のプログ
ラムに生かされた。

研究成果の概要（英文）：There exists anxiety about future pension among the younger Japanese, 
because of longevity and decreasing population. One criteria of measuring pension risk is the income
 substitution ratio, which is the share of pension benefit to average worker income. Japanese 
government announces the 100 years simulation of reserve fund and the computer programs every 5 
years. Under economic scenarios, the program minimizes the risk of pension benefit, as the reserve 
after 100 years is smaller than the benefit payment amount at the end. The policy to the risk is 
called “Macro Slide”, which cut the benefit against the inflation. The original program took a few
 minuets but we improve the optimization routine faster to less than minuets.
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１． 研究開始当初の背景 
 
我が国の財政赤字及び高齢化によって公的
年金に対する不安が広まっていた。さらに、
厚生労働省は公的年金の財政検証プログラ
ムのソースプログラムを公開していたが、そ
の検証は行われていなかった。 
 
２． 研究の目的 
 
公的年金の経済変動に対するリスク管理方
法の検証のために「公的年金の財政検証プロ
グラム」を経営工学的視点から解析すること
を目的とする。 
 
３． 研究の方法 
 
厚生労働省の公的年金の財政検証プログラ
ムが１００年後の終端条件を満たすための
収束アルゴリズムを検証し、新しい方法を提
案した。それによって、公的年金財政の理論
的構造を明らかにし、その制御方法であるマ
クロ経済スライド政策のリスク管理に対す
る評価をシミュレーションで考察する。 
 
４． 研究成果 
 
公的年金の財政検証プログラムの収束アル
ゴリズムを改善し、その計算時間の著しい短
縮化に成功した。その結果は 2015 年度の厚
生労働省のシミュレーションに反映された
結果、数多くのシミュレーション・シナリオ
の比較が可能となった。単純に計算可能なシ
ナリオ数を数え上げると数千になる。これは
非構造化された複雑な問題を解くためのデ
ータベースとなるものである。 
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